
指標 

（厚労省提出指標・ＤＰＣ指標）

Process
Ｅ難度、Ｄ難度手術実施割合 

難易度の高い手術の提供。Ｄ難度は専門医クラス、Ｅ難度は指導医クラスの技術を要する。 

最小値31.82  25％値56.57  中央値72.52  75％値79.80  最大値100.00 （％） 

回答病院 67病院 うち外れ値 5病院 

DPC情報を活用して2014年から集計をはじめ、2019年1月～6月まで報告してきました。2019年は半期の集計の

ため、手術数（分母）の少ない病院では数値が大きく変動する可能性があります。 

2018年の各パーセンタイル値は（43.88、60.33、70.65、79.79、100.00）でしたが、この指標は各病院の科

の構成や手術体制（内容）などが維持されている限り、ほぼ一定の数値で推移しています。 

なお、他病院と比較する場合には、たとえば眼科手術では一般にD・E手術が多く、耳鼻咽喉科や皮膚科の手

術ではD・Eの手術が少ない難度分類となっているため、科と手術疾患の構成もみて評価することが必要です。

難易度の高い手術の提供。Ｅ難度は指導
医クラス、Ｄ難度は専門医クラスの技術
を要する。29

指標の意義 

指標の定義・算出方法 

考察 

・必要データセット： DPC様式１ 

・分子： 高難易度（外保連試案技術度D・E）手術実施症例数 

・分母： 手術実施症例数（外保連試案技術度B・C・D・E手術） 

・分子÷分母 （単位： パーセント） 

分母の定義 

Ⅰ.解析期間に退院した症例を対象とする 

Ⅱ.手術点数コード（5フィールド）のいずれかに、別添で示す外保連試案技術度B・C・D・E手術が含まれる症

例 

分子の定義 

Ⅰ.手術点数コード（5フィールド）のいずれかに、別添で示す外保連試案技術度D・E手術が含まれる症例 

リスク調整因子の定義 

指標の定義・算出方法 

なし 

外保連試案データの更新が必要（2012年度用外保連データなし） 

このため、旧マスターで代用しているため、数値の解釈には注意が必要。 
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